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市 の 人 口 
	

男 25,656人 
	

世 帯 数 	14,668 

	

53,004 / 
	

女 27,348人 
	

（昭和58年1月1日現在）住民基本台帳から 

親譲餌羅 
市連合PTA、市教育委員会主催の「親子スキー教

室」が1月15, 16の両日、少年自然の家・神山スキー 

場で開かれ親子そろって楽しいひとときを過ごしまし

た。 

両日とも雲りときどき晴れのおだやかな天気で、82 

人の親子が参加。初日の15日は少年自然の家で入所式  

を行ったあと、さっそくゲレンデに出、五所川原スキ 

ー協会指導員の指導で初歩から熱心に滑り方を学んで

いました。 

参加者の一人は、「こんなに楽しいとは思わなかった。 

来年もぜひ参加したい」と語っていました。 



〇
投
票
時
間

は
午

前
七
時
か

ら
午
後
六

時
ま
で
で

す
。
 

※
投
票

当
日
（

一
一

月
六
日
）
や
む
を

得

な
い
事
情

（出
張
、
 

団
体
旅
行
、

出
稼
ぎ
、
 

入
院
及
び

出
産
予

定

等
）
に
よ

り
不
在
に

な
る
方
で
、

ま
だ
不

在
者
投

票
を

し
て
な

い
方
は
至
急
（
二

月

五
日
ま
で

）
不
在
者

投
票
を

し
て
く
だ
さ
 

ロ
不
在
者
投

票
の

場
所
 

産
経
会

館
四

階
（
市

役
所
隣
り
）
 

で
す
。
 

ロ
不
在
者
投

票
の

時
間
 

毎
日
午
前

八

時
三
十
分
か

ら
午
後

五
時

ま
で

で
き
ま
す
。
 

〇
投
票
順
序
は

ま
ず

最
初
に
青

森

県
知
事
選
挙

の
投
票

を
し
て
下
さ
い
。

投

票
用

紙
は
白
地
に

黒

の
印
刷
で

す
。
 

次
に

五
所

川
原
市
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あなたの投票所はつぎのとおりです。（事前に確認しておきましよう。） 

今回の選挙から一部投票区及び投票所並びに投票区域が変更になり下記のとおりとなります。ご注意下さい。 
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一
 野
 
坪
 
小
 
学
 校
 

金
 
山
 
集
 
会
 
所
 

水
 
野
 尾
 
集
 A
ム
 
所
 

松中 

島央 

公 

分民 

館館 

田
 
川
 
集
 
A
A
 
所
 

沖
 
飯
 
詰
 小
 
学
 
校
 

コ
ミ
子

手
イ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

湊
 
集
 

A
ム
 
所
 

栄
 
小
 

学
 
校
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 

森
 
の
 
家
 

南
 

小
 
学
 

校
 

五

所

川
原
小

学
校
 

市
 
民
文
 
化
会
 
館
 

投
 

票
 
所
 

地
）
太
刀
打
（
尻
無
、
桃
崎
）
 
 

川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七
ー
一
三

一
番
 

一
野
坪
（
石
畑
、
中
村
、
前
滝
）
漆
川
（
十
 

宮
田
）
 
金

山
（
悪
戸
、
田
中
、
野
崎
、
川
代
田
 

水
野
尾
、
米
田
の
一
部
 

唐
笠
柳
、
 一
野
坪
の
一
部
 

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
、
漆
川
（
馬
性
）
 
 

田
川
、
高
瀬
の
一
部
 

沖
飯
詰
、
桜
田
 

長
橋
（
広
野
、
藤
島
）
川
山
、
種
井
 

湊
（
千
鳥
、
船
越
）
 
 

（
米
崎
、
開
野
、
稲
葉
）
 
 

姥
泡
（
桜
木
、
菖
蒲
、
船
橋
）
稲
実
  

ー
八
丁
目
）
梅
田
（

一
部
）
 
 

七
ッ
館
、
広
田
、
み
ど
り
町

（
一丁
目
 

新
宮
（
岡
田
、
松
元
）
蘇
鉄
 

若
葉
一
丁
目
ー
三
丁
目
全
域
（
但
し
第
  

2
投
票
区
分
を
除
く
）
新
宮
町
、
芭
蕉
 

蓮
沼
（
平
和
町
）
不
魚
住
 

栄
町
、
八
重
菊
、
田
町
、
新
町
、
元
町
 

十六三の一東末平下
三のの十番雲広井平
番七九二、町町町井 

、、、二×、、町
十六十番長錦敷、 
五の三七橋町島幾 
、三番の字、町世

若、、八橋雛、森
葉六若、元田幾、 
三の葉七、一、島中
丁四二の若さ町平
目、丁十葉っ、井
一六目一一き柏町
番の一、丁町原、 
、六番七目、町上 

東
町
、
布
屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本

一
ッ
谷
、
下
り
枝
、
弥
生
町
、柳
町
、
大
町
 

町
、
旭
町
、
川
端
町
、
鎌
谷
町
、
鳥
森
、
 
 

投
 

票
 
区
 
域
 

〇 飲詰地区の第20投票区は第19投票区と合併します。従って第20投票区以降の各投票区番号が順次繰り上がります。 

第27投票区の高野、持子沢地区は高野文化センターになります。お間違いのないよう特にご注意下さい。 
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院
、
給
食
セ
ン
タ

ー
等
、
 

市
の

施
設

へ
の
物
品
供

給
 

を
希
望
さ
れ
る

業
者
は
、
 

次
に

よ
り
手

続
き
を

し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 

二
月
一
 

式
）
（
申
請用
紙
は

財
政
課

に
あ
り
ま
す
）
 

な
お
、

詳
し
く
は
財
政

課
調
達
係
（
丑

⑩
二
一
一

一
番
・
内
線

三
一
五

番
）
へ

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

 

市
で

は
、
五
十
八
年
度
 

の
物
品
等

の
供
給
業
者
に
 

つ
い
て
入
札
参

加
資
格
審
 

査
申
請
書

の
受
け
付

け
を
 

し
て
い
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央

病
 

日
か
ら
二
月
二
十
八
日

ま

で
。
 

ロ
受
付
場
所
 

財
政
課
 

（市
役
所
四
階

）
 

ロ
提
出
書

類
 
入
札
参

加
資
格
審
査
申

請
書
（
一
 

 

指
名
競
争
入
札
業
者
を
受
付
 

昭
和
五
十

八
年
度
に
市
が

発
注
す
る
工

事
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
建
設

業
者
は
次
の

要
領
で

手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
受
付

期
間
 

二
月
一
日
か

ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
。
 

ロ
提
出

書
類
 

①
建
設
工

事
入
札
参

加
資
格

審
査
申

請
書
（

建
設

省
統
一

様
式
）
②
建
設
業
許

可
証
明
書
、
③
主

要
取

引
金
融

機
関
名
、
④

納
税
証
明
書
、
（
国
税
、
県
税
、
 

市
税

）
⑤
印
鑑

証
明
書
、
⑥
建
設

業
退
職
金
共
済
組

合
加
入
証

明
書
、
⑦
技
術

者
名
簿
、
⑧
建
設

機
械
器

具
名
及
び

数
量
 

ロ
提
出
先
 

市
建
設

課
庶
務
係
、
（
廿⑩
二
一
一
一
番

・
内
線
一
一

一
一
八番
）
 

 

  

物
品
等
供
給
業
者
を
受
付
 

  

         

×
 

       

       



昭和58年 

合同除厄祈願祭のこ案内 
ロ対象者 男 昭和17年 4 月 2 日～昭和18年4 月 1日生 

まれの方 

女 昭和26年4 月 2 日～昭和27年4 月1日生 

まれの方 

ロと き 2 月20日（m午後 1時から 

ロところ 市中央公民館（駅裏） 

ロ会 費 男 8,5001j] 	女 7,500円 

口申込み受付け I J12011(ねから 2 月 5F川うまで 

ロ申込み先 会費を添えて近くの実行委員、または、 

建 設 課 平山 晃司 

都市計画課 高橋 怖 

用 地 課 沢田 厳 

税 務 課 柴田 進 

ド水道課 高橋 幸子 まで。 

昭和58年除厄祈願祭実行委員会 

課
 

、 × 

「
人

生
コ
ン

ト
」
 

市
民
講

座
を
開

催
 

今
年
度
最
終
の
講

座
に

な
り

ま
す
。
 

近
所
お

誘
い
合
わ

せ
の
う
え
ご

聴
講
下
さ
い
。
 

ロ
日
時
 
ニ

月
十
九

日

（
土
）
午
後
一
時

三
十
分
か

ら
 

一
一
蒔
 

ロ
場
所
 
市

中
央
公
民

館
 

ロ
演
題
 
「

人
生

コ
ン
ト
」
 

ロ
講
師
 
三

L
俊
一
氏

（
元
中
学
校

長

・
家
庭
児
童
相
 

談
員
）
 

ロ
受
講
料
 

無
料
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③ 昭和58年（1983年） 2 月I日 
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2月6日は青森県知事選挙と 
麟敏ま鷲議尋奪声、く発三糾蒜舞唾柳ミ糾、葺ジ声え篇嘉声、ミ奪育A、零舞．、― 

あなたの投票所は下記のとおりです 

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

小
 
曲
 
集
 
会
 
所
 

中
 
泉
 
集
 
会
 
所
 

梅中 

田央 

公 

分民 

館館 

中
 
央
 
公
 
民
 
館

俵
 
元
 
分
 

館
 

前
 
田
 
野
 月
 
分
 
館

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

高
野
文
化

セ
ン

タ
ー
  

羽
野
木
沢

小
学
校
 

長
 
富
 
集
 
会
 
所
 

毘
 
沙

門
 
小
 
学
 
校
 

戸
 
沢
 
集
 
AA
 
所
 

浅
 
井
 
集
 
会
 
所
 

松
 
野
木
小
学

校
 

野
 
里
 
小
 
学
 
校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

藻
 
川
 
小
 
学
 
校
 

三
 
好
 
中
 
学
 
校
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館

高
 

瀬
 
分
 
館
 

松
 

島
 
会
 

館
 

小
曲
 

中
泉
 

梅
田
 

俵
元
、
原
子
（
紅
葉
）
 
 

前
田
野
目
 

高
野
、
持
子
沢
 

原
子
、
羽
野
木
沢
 

長
富
 

毘
沙
門
 

戸
沢
（
石
田
坂
、
平
町
）
 
 

浅
井
、
七
ッ
館
の
一
部
 

松
野
木
（
大
開
、
福
岡
、
若
山
）
 
 

野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
 

飯
詰
、
下
岩
崎
 

藻
川
 

鶴
ケ
岡
（
福
井
）
高
瀬
の
一
部
 

高
瀬
 

十
四
ー
六
八
番
地
）
 
 

布
（
鳥
森
三
九
番
地
内
）
（吹
畑
字
藤
巻

二
二
〇
ー
一
五
〇
番
地
）
（
石岡
字
藤
巻

松
島
町

（
一
丁
目
ー
八
丁
目
）
田
園
調
  

（第3投票区 南小学校の投票場所が従来の体育館から体育室に変更となります。従って入口は生徒昇降口から入るこ

とになりますJ 

<
 

、 

長
選
挙

の
投
票
を

し

ま
す
。

投
票
用
紙
は

桃
色
地
に

黒
の
印

刷

で
印
は
赤
で
刷
り
込

ん
で

い
ま
す
。

い
ず

れ
も
記

号
式
投
票
で

す
か
ら
、
〇
の
印
を

つ
け
て
く
だ

さ
い
。
 

投
票
用
紙
を

間
違
わ

な
い
よ

う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

当
市
で

は
投
票
所

入
場
券
を
配
布
し

て

お
り
ま
せ
ん
。

あ
な

た
の
住
所
地
の
投
票

所

へ
お
気
軽
に
お

い

で
く
だ
さ
い
。
 

〇
開
票
場
及
び
選

挙
会
場
 

昭
和
五

十

八
年
二

月
六
日
午
後

七
時
三
十

分
か

ら
市

民
体
育
館
 

そ
の
他

選
挙

に
つ

い
て
わ
か

ら
な
い

こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら

選
挙
管

理
委
員
会
事

務
局

（
廿
⑩
二
一
一

一
番
内
線
三
二
七

ー
 

九
番
）

へ
お
問

い
合

わ
せ
下
さ

い
。
 



昭和58年（1983年） 2 月I日 

市都市計画課 

ることにしましよう。 

広報ごしょがわら 

先に広報ごしょがわら（57. 12. 1 
日発行532号）で仮換地について、』り

あげましたが、今回、これについて再

度ミ換地が定まるまでの流れミを中心

に考えてみたいと思います。 

(536号） ④ 

地
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工
 

1
  

ー
 

部
ー

J
・
ト
け
レ

lー
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南
爾

n
昂
ー

「
4

ミ
」
」一
 

区
g
 了
 
』

「
 
3
 

区

禽

地
ザ
 

」
」
て

七
 

土
喜
一
 

・
・
 
‘
 

、
・
喝
、
，
 

業
』
護
 

，

【・
《
 国
鵬f
 

画
」
『
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③ それではみなさまの貴重な財産を一体どのようにして整理後の土地（換地） 

として定めるのか、まず進め方の大要を図示し、これによって順次述べるこ
とにいたします。 

〈換地が定まるまでの流れ〉 

整理前お 
よび整理後の路

線価の設定と士地
評価に関する資料
の作成 

I57-58年 
、施行予定 l 	(59年予定） 

(59年予定） (59年予定） 

六
万

五
千

円
相

当
寄

贈
 

歌
謡
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

（
小

田
桐
則
勝
会
長
、
会
員
二
十
五

人
）
は
一
月
六
日
、
交
通
安
全

協
会
に
三
万
円
、
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
 
「く
る
み
園
」
 
に
三
万
五

千
円
相
当
の
お
菓
子
を
そ
れ
ぞ
 

5
7年
分
所

得

税

の
 

確
定
申

告
説

明
会
 

ロ
と
き
 
二
月
八
日
（
火
）
 

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
土

木
工
事
業
、
同
日
午
後
一
時

三

十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま

で
、
料
理
飲
食
業
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ロ
と
き
 
二
月
九
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
全

商
工
業
者
（
青
色
申
告
者
を
除

く
）
、同
日
午
後
一
時
一
ニ
十
分
か

ら
午
後
三
時
三
十

分
ま
で
、
不

動
産
所
得
者
還
付
申
告
者
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

（
五所
川
原
税
務
署
）
 

5
7年

分
所

得

税
 

関

係

の

納
税

相
談
 

ロ
と
き
 
三
月
 
日

（
火
）
 

か
ら
三
月
十
五
日
（
火
）
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で

（た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
後

十
二
時
三
十
分
ま
で
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
税
務

署
 

① 現在の土地の地積 ① 整理前・後の路線 ① 換地設計の前段にあたるも ① 各土地の換地計算による換地地積 

を正確には握する。 価を設定する。 ので、整理前の土地の地積・ によって土地の形状・利用状況・環 

② 事業計画などで決 ② 整理前・後の宅地 位置・価格等を主要な基準と 境等を整理前の土地と照応するよう 

に考慮し、次のことがらを念頭にお 
めた施行後の各街区 指数または平均d当 し換地を設計するための地積 

いて設計する。 
の地積を算出する。 り指数を算定する。 を算出する。 O換地の位置 	O換地の配列 

③ 平均減歩率を算出 ③ 増進率を算定する。 ② 計算法としては、評価式換 ＠換地の地積 	＠換地の形状 

する。 地計算法を一般的にもちいる。 ＠換地の境界線 

〈仮換地指定後、土地に係る権利の異動は自由に行えるか。〉 
仮換地の分割譲渡については、譲渡に係る従前の宅地が特定できないので、分筆の登記はできないこととされてい

る。従って現在仮換地の1部を売買したとき、従前地のどの部分を売買したかわからないのが通例であるから、この

ときには、仮換地の全体の面積と売買した面積の割合によって、従前地の共有持分の移転登記がなされ、仮換地の1 

’ 	部（売買の目的の範囲）を買主が使用収益することになります。 



is 

, 

土地区画整理事業の紹介（NQ8) 
今回‘よ再び「仮換地について」 考えてみ 

換地が定まるま 
蕊蕊\\ ぐ懲蕊編蕊繊黄総蕊編線敏総隷議ミ蕊総蕊熱蕊蚊蕊  

〈集約換地とはどのようなものか〉 

〈仮換地指定の制度とは〉 
① 土地区画整理事業は、広範囲の土地の区域にわたって行う事 

業であり、施行地区全域について同時に移転等工事を完了す

るとか、地番整備を行うとかが不可能であるため、仮換地指

定という制度があるわけです。 

この制度は、建物を移転したり、公共施設の工事を行うた

めに必要な場合に従前の宅地に代えて仮に使用し、または収

益することのできる土地を指定する処分であり、その指定さ

れた土地を仮換地といいます。 

② 仮換地の指定が行われると、従前の宅地については使用しま

たは収益することができなくなり、仮換地において従前の宅

地と同様な使用収益を行うことができるようになります。 

なお、この場合、登記上は従前地にあるわけで、実際の利

用とは異なるが、換地処分（事業最終時）によって、はじめ

て登記替されることになります。 

換地を定める場合、従前の宅地と換地の対応関係は、 

1) 1個の従前地と 1個の換地、 

2) 1個の従前地と数個の換地’ 

3）数個の従前地と 1個の換地’ 

という 3通りのものがあり、集約換地とは、このうち 3 番目の

関係に当るもので、健全な市街地を造成するために数個の従前

地を総合的に照応するよるように、1個の換地として土地利用

の高度化に資するよう定めるものであります。南部地区では、 

将来の学校用地として、周辺を別事業で先買し、この方法によ

り 1団地として集約換地する予定であります。 

昭
和
5
8年
度
の
奨
学
生
を
募
集
 

市

教
育
振
興
会
 

れ
贈
り
ま
し
た
。
 

一
月
五
日
市
民
文
化
会
館
で

開
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
カ
ーフ

オ
ケ
選
手
権
大
会
で
の
収
益
金

を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

交
通
事
故
巡

回
相
談

所
 

二
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
九
日

（
水
）
、
 

一
一
十
三日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時

ま

で
 ロ

と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
館

別
館
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

市
・
市
民
相
談
室
 

市
教
育
振
興
会
で
は
、
次
の

要
領
に
よ
り
五
十
八
年
度
の
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

希
望
す
る
方
は
附
属
学
校
を

経
て
市
教
育
委
員
会
総
務
課
へ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

ロ
申
し
込
み
期
限
 
二
月
一
一

＋
八
日
 

ロ
応
募
資
格
 
次
の
す
べ
て
 
 

に
該
当
す
る
方
と
し
ま
す
。
 

m
昭
和
五
十
八
年
四
月
に
高

等
学
校
又
は
大
学
に
入
学
志
望

の
方
 

②
人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀

で
、
か
つ
健
康
で
あ
る
が
著
し

く
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
方
 

⑧
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方
 
 

m
過
去
三
カ
年
間
の
全
学
科
 

の
平
均
成
積
が
三
・
五
点

（
五
 

点
満
点
）
以
上
の
方
 

ロ
貸
与
金
額
 

m
高
等
学
校

（
公
‘
私
立
と
 

も
）
 

入
学
科
及
び
授
業
科
相
当
額
 

（卒
業
時
ま
で
）
 

②
大
学

（
公
・
私
立
と
も
）
 

入
学
支
度
金
と
し
て
四
十
万

限
度
 

ロ
返
還
方
法
 

m
高
等
学
校
 

卒
業
の
翌
年
か
ら
奨
学
金
を

受
け
た
年
数
の
倍
に
相
当
す
る

年
数
で
均
等
分
し
た
額
（
年
賦

又
は
月
賦
）
 

②
大
学
 

卒
業
の
翌
月
か
ら
六
カ
月
経

過
後
、
八
年
以
内

（年
賦
又
は

半
年
月
賦
）
 

な
お
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市

教
育
委
員
会
総
務
課

（
。⑩
一
一

一
一
一
番
内
線
二
四
九
番

）
へ

お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
弓
道
会

（
鎌
田
嘉

兵
衛
会
長
）

の
簡
保
弓
道
教
室

は
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
七
年

あ
す
な
ろ
国
体
記
念
青

森
県
ス

ポ
ー
ッ
奨
励
賞
（
団
体
）
を
受
 

け
ま
し
た
。
 
 

め
た
も
の
で
す
。
 

団
体
割
引
の
還
付
金
を
運
営

に
充
て
、
教
室
開
設
以
来
毎
年

四
カ
月
間
、
週
二
回
開
催
し
、
 

弓
道
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
と
 

人
間
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
 

⑤ 昭和58年（1983年） 2 月1日 

国
体
記

念
 

ス
ポ
ー
ッ
奨
励
賞

受
け

る
 

簡

保
弓

道

室
 

同
簡
保
弓
道
教
室
は
、
昭
和
 
す
。
 

四
十
四
年
八
月
市
立
三
道
会
館
 

弓
道
場
の
完
成
と
同
時
に
簡
易
 

保
険
払
込
団
体
を
組
織
し
て
始
 



第13回五所川原雪まつり 

※ 2 月11日（祭日） 

〇雪上カルタ大会 

午後1時一市役所おまつり広場 

参加資格＝＝市内の子供会 

〇ズグリ回し大会 

午後1時一市役所おまつり広場 

参加資格＝一市内の子供会 

〇タコあげ大会 

午後1時＝一北斗グラウンド 

参加資格一西北五在住者 

イ小学校の部 口中学校の部 

ハ高校・一般の部 

※ 2 月13日（日） 

〇歌謡・民謡・津軽民謡手踊コンクール 

午前 9 時30分＝一市民文化会館 

参加資格一西北五在住者 

※期間中 

〇雪像コンクールー市内一円 

題材・大きさは自由 

〇氷の彫刻展＝一市役所おまつり広場 

主催 五所川原市観光協会 

＠問い合せ 

市商工観光課 （廿⑩ 2111) 

大
通
り
に
ジ
ャ

ン
ボ
安
全
塔
 

交
通
安

協
松

島
町

支
部
 

〇共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 額 

死 亡 し た 場 合 1 800,000円 

実治療日数 

180日以上で 

入院 180日
以上を含む 2 150,000 

入院 90日 
以上 180日 
未満を含む 

3 130,000 

入院90日未満
又は入院なき
ものを含む 

4 110,000 

実治療日数 
90日以上 

180日未満で 

入院 90日
以上を含む 5 80,000 

入院90日未満
又は入院なき
ものを含む 

6 60,000 

実治療日数印日以上90日未満 7 45,000 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000 

実治療日数10日未満 10 15,000 

広報ごしょがわら 

交
通
災
害
共
済
に
 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
 

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

二
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が

満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
市
社
会
課
、
ま
た
は
各
支
所

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

二
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

も
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

ロ
加
入
で
き
る
方
 

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
 
 

る
方
は
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
 

ロ
共
済
会
費
・
期
間
 

年
額
三
百
五
十
円
。
（共
済
期

間
の
途
中
で
加
入
す
る
場
合
も

同
額
で
す
。）
 

共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月
一

日
か
ら
始
ま
り
三
月
三
十
一
日

で
終
わ
り
ま
す
。
（途
中
で
加
入

さ
れ
る
方
は
、
加
入
の
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。）
 

ロ
そ
の
外
の
利
点
 

1
ど
ん
な
小
さ
な
交
通
事
故

で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

2
見
舞
金
の
請
求
は
、
事
故

の
起
き
た
日
か
ら
一
年
間
有
効

で
す
。
 

3
職
場
、
町
内
会
、
グ
ル

ー
 

プ
な
ど
、
二
十
人
以
上
が
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取
り

扱

い
を
し
ま
す
0
 
 

ャ
ン
ボ
安
全
塔
を
設
け
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
 

会
員
が
二
年
間
積
立
て
し
、
 

二
十
五
万
円
の
経
費
で
建
て
た

も
の
で
、本
体
が
高
さ
六
屑
（
地

上
か
ら
七

・
五
〇
H川
）
、
そ
れ
に

一
”旧
幅
の
広
告
面
三
面
か
ら
な

っ
て
お
り
、
塔
の
上
部
に
は
市

の
花
、
鳥
、
木
を
あ
し
ら
っ
て

い
ま
す
。
 

初
心
者
 

ス
キ
ー

講
習
会
 

ロ
と
き
 
二
月
十

一
日

（
祭

日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
勤
労

者
野
外
活
動
施
設
ス
キ
ー
場
（狼

野
長
根
）
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

交
通
安
全
協
会
松
島
町
支
部
 

（
千
葉
与
市
支
部
長
、
会
員
五

百
五
十
人
）
は
こ
の
ほ
ど
、
町

内
の
大
通
り
2
高
さ
六
H
の
ジ
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広報ごしょがわら ⑦ 昭和58年（1983年） 2 月1日 

私
が
、
両
親
と
別
れ

て
、
 

祖
父
母
と
く
ら
す
よ
う
に
な

っ
で
か
ら
十
年
近
く
な
り
ま

し
た
。
 

私
が
生
ま
れ
る
前
は
父
だ

け
が
出
か
せ
ぎ
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
父
が
胃
を

悪
く
し
て
か
ら
は
人
を
使
っ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
す
す

め
ら
れ
、
母
も
父
の
健
康
を

心
配
し
て
い
っ
し
ょ
に
出
か

せ
ぎ
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
0
そ
れ
ま
で
は
、
冬
だ

け
行
っ
て
い
た
の
が

一
年
を

通
し
て
出
か
せ
ぎ
に
行
く
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
 

私
は
、
生
後
四
カ
月
で
、
 

両
親
の
出
か
せ
ぎ
に
い
っ
し
ょ

に
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。
 何
歳

ご
ろ
で
あ
っ
た
か
は
よ
く
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
父
の
仕
事
場

で
い
ろ
い
ろ
な
お
じ
さ
ん
や
お

ば
さ
ん
に
会
い
、
友
達
も

つ
く

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
妹

も
弟
も
い
な
か
っ
た
せ
い
か
、
 

み
ん
な
に
か
わ

い
が
ら
れ
た
こ
 

と
も
覚
え
て
い
ま
す
。
 

両
親
と
別
々
に
く
ら
す
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
三
歳
か
四
歳

の
こ
ろ
で
す
。
保
育
園
に
は
い

っ
て
、
二
年
目
の
こ
ろ
で
し
た
。
 

私
に
と
っ
て
、
両
親
と
別
れ
た

一
年
目
の
冬
は
と
っ
て
も
さ
び

し
く
寒
か
っ
た
年
で
し
た
。
 

小
学
校

へ
入
学
し
て
か
ら
は
、
 

よ
く
友
達
と
話
を
し
て
い
る
と
、
 

両
親
の
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
友
達
に
い
じ
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

び
に
、
母
だ
け
で
も
い
て
く
れ

た
ら
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
 

二
年
生
の
と
き
、
家

へ
も
ど

っ
て
い
た
母
と
別
れ
る
日
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
 

一
度
も
泣
い
た
こ
と
が
な
か
っ
 

た
の
に
、
こ
の
と
き
だ
け
は
ど

う
し
て
か
泣
け
て
き
ま
し
た
。
 

祖
母
と
二
人
で
声
を
た
て
て
泣

き
ま
し
た
。
た
だ
、
た
だ
二
人

で
泣
い
て
い
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

六
年
生
に
な
っ
て
、
エ
プ
ロ

ン
づ
く
り
を
し
て
い
て
、
さ
い

だ
ん
を
し
て
く
る
こ
と
が
宿
題

に
さ
れ
ま
し
た
。
祖
母
に
聞

い
 

て
も
分
か
ら
な
い
。
母
に
聞
こ

う
と
し
て
も
、
長
電
話
に
な
る

か
ら
だ
め
だ
と
言
わ
れ
、
こ
の

と
き
は
、
祖
母
と
二
人
で
考
え

る
だ
け
で
し
た
。
 

今
は
、
飛
行
機
だ
っ
た
ら
一
一

時
間
。
汽
車
で
も
半
日
あ
れ
ば

両
親
の
と
こ
ろ
へ
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
困
っ
た
り
、
 
 
く
や
 

し
い
思
い
を
す
る
と
す
ぐ
行
き

た
い
気
分

に
な
り
ま
す
。
 

で
も
、
私
は
、
両
親
と
別
れ

て
い
て
も
「
自
分
一
人
で
は
な

い
」
 
と
思
って
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
 

私
の
き
ら
い
な
の
は
、
「不
良
」
 

や
「
非
行
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
 

両
親
が
出
か
せ
ぎ
に
行
っ
て
い

る
私
で
も
、
「不
良
少
女
」
「非
行

少
女
」
 
では
な
い
の
に
、
 
一
年

中
両
親
と
く
ら
せ
て
、
私
に
く

ら
べ
た
ら
、
と
っ
て
も
幸
せ
な

人
達
な
の
に
、
不
良
に
な
っ
た

り
、
悪
い
こ
と
を
す
る
人
が

い

る
と
と
っ
て
も
腹
が
立
ち
ま
す
。
 

私
で
も
両
親
の
い
な
い
間
は
、
 

「決
し
て
自
分
一
人
で
は
な
い
。
 

両
親
が
う
し
ろ
に

つ
い
て
い

る
。」
 

と
思
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
自
分
の
心
を
み

が
い
て
い
ま
す
。
 

私
に
と
っ
て
、
心
を
み
が

く
と
い
う
の
は
、
「自
分
が
自

分
を
ひ
き
た
て
て
い
く
」
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。
 こ
の

よ
う
に
し
て
心
を
み
が
い
て

い
く
と
、
私
の
心
の
中
は
き

れ
い
に
す
き
と
お
っ
た
心
に

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
も
う
ー

つ
は
、
心
も

や
さ
し
く
勇
気
が
あ
り
、
人

の
こ
と
を
思
っ
て
あ
げ
れ
る

子
供
に
な
り
た
い
の
で
す
。
 

私
は
出
か
せ
ぎ

一
家
の
子

供
だ
か
ら
、
祖
父
母
や
妹
と

い
っ
し
ょ
に
助
け
合
い
な
が

ら
心
を
み
が
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
大

き
く
な
っ
て
か
ら
の
私
の
心

の
支
え
に
な
る
の
だ
か
ら
、
 

ど
ん
ど
ん
き
れ
い
な
心
を
作

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
 

」
少
年
の
主張
発
表
汰
会
学
絞
警
察
連
絡
協
議
会
長
潰
」
 

父
が
い
な
く
て
も
 

母
が
い
な
く
て
も
 

七
ッ
館
小
学
校
六
年
 
秋
田
 

美
奈
子
 

ア
会
 

イ
大
 

ヤ
山
 

 

 

ロ
と
き
 
二
月
十

三
日
（
日
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
神
山

ス
キ
ー
場
 

一
一月
 

酬
」無
」
」」西
「
 

回

ス
ス

ポ
ー
ッ
内
五
所
川
 

2

ト

原
市
ス
キ
ー
協
会
事

第
ン

務
局
（
丑
⑩
七
八
四

五
番
）
 

）ン
神
 
口
締
切

り

五
ム
五

日
 

(536号） 

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
に
ご
協
力
を
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
事
業
の

趣
旨
に
協
賛
す
る
社
員
の
拠
出

金
と
寄
付
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

昨
年
は
皆
様
の
あ
た
た
か

い
 
 

ご
協
力
に
よ
っ
て
目
標
額
を
完
 

了
い
た
し
ま
し
た
。
 

す
で
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
日
 

赤
広
報
の
と
お
り
で
す
。
 

本
年
も
二
月
一
日
か
ら
社
員
 
 

増
強
連
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

近
く
み
な
さ
ま
の
ご
家
庭
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
 
一
世
帯

一
人
は
社
員
に
な
り
、
赤
十
字

事
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 
 

す
。
 

な
お
、
五
十
五
年
度
か
ら
毎

年
千
円
以
上
の
特
別
社
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
加
入
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
・願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 

※
社
員
の
種
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

一
般
社
員
 
毎
年
三
百
円
以

上
 銀

色
特
別
社
員
 
毎
年
千
円

以
上
（
一
時
金
一
万
円
で
も
よ

い
）
 

ロ
講
師
 
五
所
川
原
ス
キ
ー
 

ク
ラ
ブ
指
導
員
 

ス
キ
ー
用
具
、
昼
食
は
各
自

持
参
し
て
下
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
 

ハ
ウ
ス
で
貸
ス
キ
ー
（
有
料
）
 

が
あ
り
ま
す
が
、
靴
の
大
き
さ

は
二
十
三
戎
ー
二
十
七
・
五
戎

ま
で
で
す
。
 

主
催
は
五
所
川
原
勤
労
者
野

外
活
動
施
設
で
す
。
 

詳
し
く
は
当
セ
ン
タ
ー
（
き

⑩
三
六
三
一
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

金
色
特
別
社
員
 
毎
年
三
千

円
以
上

（
一
時金
三
万
円
で
も

よ
い
）
 

銀
色
有
功
章

一
一
十
万円
（
三

回
払
い
で
も
よ
い
）
 

金
色
有
功
章
 
五
十
万
円
（
三

回
払

い
で
も
よ
い
）
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●たばこは地元で買いましょう。 

明
日
の
親
の
た
め
の
 
「ニ
ュ
 

ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
」
 
を開
き

ま
す
。
 

明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
お
話

し
、
社
交
ダ

ン
ス
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
 

ロ
対
象
者
 
未
婚
の
方
及
び

こ
れ
戸
ら
親
に
な
る
若
い
夫
婦

口
実
施
期
間
 

二
月
ー
八
日
（
火
）
、十
四
日
 

あ
な
た
は
国
民
年
金
の
保
険

料
が
、
所
得
税
及
び
市
県
民
税

の
控
除
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
保
険
料
を
支
払
っ
た

人
は
、
自
分
の
保
険
料
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
の
分
も
「
社
会
保

険
料
控
除
」
の
扱
い
を

受
け
全

額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
昭
和
五
十
七
年
一

月
分
か
ら
十
二
月
分
ま
で
納
め

た
人
は
、
 一
月
分
か
ら
三
月
分

ま
で

一
三
、
五
〇
〇
円
、
四
月
 
 

（月
）
、十
八
日
（
金
）
、二
十
一
一

日
（
火
）
、二
十
五
日
（
金
）
 

三
月
ー
一
日
（
火
）
、八
日
 

（火
）
 

ロ
実
施
時
間
 
午
後
七
時

ー
 

九
時
 

ロ
実
施
場
所
 
市
民
文
化
会

館
二
階
 

ロ
参
加
申
込
み
及
び
問
い
合

せ
先
 
市
教
育
委
員
会
社
会
教
 

分
か
ら
十
二
月
分
ま
で
四
六
、
 

九
八
〇
円
、
合
計
六
〇
、
四
八
 

〇
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
付
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
人
は
、
お
り
ま

せ
ん
か
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
第
四
期
分
 

（
一
二
一
・
三
月
分
）
の
保
険

料
の
納
期
は
二
月
二
十
八
日

ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
 

一
歳
六

カ
月
児
は
 

一
一
月
一
一
十
一
一日
 

広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
一
月
一

日
号
八
面
、
乳
幼
児
の
健
康
診

査
日
程
の
う
ち
、
 
一
歳
六
カ
月

児
の
二
月
二
十
三
日
（
水
）
は

都
合

に
よ
り
二
月
二
十
二
日
 

（火
）
に
変
更
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

は
 

ー
カ
月
四
〇
〇
円
、
 一
年
分
で

四
、
八
〇
〇
円
を
加
算
し
て
下

さ
い
0
 

こ
の
た
め
所
得
税
及
び
市
県

民
税
の
確
定
申
告

の
際
に
は
必

ず
領
収
書
を
添
え
て
、
控
除
の

手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

す
と
、
不
慮
の
事
故
に

あ
っ
た

と
き
に
障
害
年
金
や

母
子
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
 

老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
保
険
料
は
早
目
に
納
め
ま

し
ょ
』
つ
。
 

昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税

の
申
告
と
納
税
は
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
期
限
は
ど
ち
ら
も
三

月
十
五
日
で
す
。
申
告
と
納
税

は
、
な
る
べ
く
早
く
、
必
ず
期

限
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

〈
早
め
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
〉
 

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤

っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し
ま

す
と
、

後
で

不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば

な

り
ま
せ
ん
。
正
し
い
申
告
と
納

税
を
必
ず
三
月
十
五
日
ま
で

に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

申
告
書
は
、
「申
告
書
の
書
き

か
た
」
や
「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
な
ど

を
参
考
に

し
て
、
ご
自
分
で
お
書
き
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
所
得
控
除
や
税
額
控

除
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
領

収
書
や
証
明
書
な
ど

は
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
準
備
し

て
く
だ
さ
 

・

し
 〈

所得
税
の
納
税
も
期
限
内

に
〉
 

確
定
申
告
に
よ
る
所
得

税
は
、
 

申
告
期
限
と
同
じ
三
月
十
五
日

ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
 
 

い
ま
す
が
、
 
一
度
に
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
延
納
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
 

敷
島
町
青

年
部

（
小
田

川
勝
美
部
長
）
 

は
一
月
十
四

日
、
歳
末
助

け
合
い
運
動

に
役
立
て
て

下
さ
い
と
五

万
三
千
三
十

三
円
を
市
社

会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し

ま
し
た
。
 

神
明
宮

神

社
に
鏡
も
ち

を
奉
納
し
、
 

護
付
と
し

て

町
内
の
方

々

に
配
布
し
た

際
の
献
金
を

贈
っ
た
も
の

で
す
。
 

ま
た
、
便
利
な
納
税
の
方
法

と
し
て
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座

か
ら
振
替
に
よ
っ

て
納
税
で
き

る
振
替
納
税
制
度
も
あ
り

ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

「明
る
い

家
庭
づ

く
り
」
 

ニ
ュ
ー
フ
ァ

ミ
リ

ー
教
室
を

開
催
 

育
課

（
n
⑩
二

一
一
一
番
内
線

二
五
〇
番
）
へ
二
月
五
日
ま
で

お
申
込
み
下
さ
い
。
 

所
得
税
の
申
告
と
 

納
税
は
3
月
1
5日
ま
で
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

所
得
税
及
び
市
県
民
税
が
控
除
 

に
な
り
ま
す
 

国
民
年
金
の
 

保
険
料
を

納
め
ま
し

た
か
ー
 

歳
末
助
け

合
い

に
と
五
万

三
千
余

円
 

敷
島
町

青
年
部
 

《

一
 

(
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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